
土木学会誌 Vol.111 No.5 May 2026 58

学
会
の
動
き

JSCE Update

11
月
18
日
の
「
土
木
の
日
」
か
ら
続
く
土
木

学
会
の
創
立
記
念
日
で
あ
る
11
月
24
日
ま
で
の

1
週
間
を
「
『
土
木
の
日
』
お
よ
び
『
く
ら
し
と

土
木
の
週
間
』
」
と
し
て
、
土
木
学
会
本
部
・
全

国
8
支
部
で
は
、
一
般
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し

た
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。令

和
7
年
度
は
、
全
国
規
模
で
企
画
・
実
施

さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を

こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

1
9
8
7
年
11
月
18
日
に
「
土
木
の
日
」
を

制
定
し
て
か
ら
、
38
年
を
迎
え
ま
し
た
。
各
支

部
や
各
関
係
団
体
の
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、

「
土
木
の
日
」
が
全
国
的
に
浸
透
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て

も
、
一
般
の
方
々
に
社
会
資
本
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
継
続
し
て
い
く
所
存

で
す
。
今
後
と
も
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
や
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の

皆
さ
ま
方
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

土
木
学
会
本
部
で
は
、
関
係
団
体
の
ご
協
力

を
賜
り
、「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く
ら
し
と
土

木
の
週
間
」
期
間
を
中
心
に
、
各
メ
デ
ィ
ア
へ

の
情
報
発
信
、「
土
木
の
日
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
活

用
、
土
木
の
日
関
連
行
事
の
開
催
な
ど
、
各
種

取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
発
信
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
紙
へ
の「
土
木
の
日
」広
告
掲
載（
イ
ラ
ス
ト
：

漫
画
家
羽
賀
翔
一
氏
）
、
建
設
紙
へ
の
「
土
木

の
日
」
会
長
挨
拶
文
の
掲
載
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い

た
発
信
な
ど
を
行
っ
た
。

ま
た
、「
土
木
の
日
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
用
い
た

フ
ラ
イ
ヤ
ー
、パ
ネ
ル
の
制
作
、土
木
の
日
グ
ッ

ズ
（
ス
テ
ッ
カ
ー
、
風
船
な
ど
）
を
積
極
的
に
配

布
し
た
。

土
木
の
日
関
連
行
事
と
し
て
は
、
本
年
度
も

「
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
た
。
土
木

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
土
木
界
が
保
有
す
る
歴

史
的
資
料
や
図
面
、
写
真
な
ど
、
普
段
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
各
種
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展

示
、
公
開
し
て
い
る
。
昨
年
度
に
続
き
、
新
宿
駅

西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
し
、
11

月
20
日
（
木
）
か
ら
22
日
（
土
）
の
3
日
間
に
約

4
万
2
0
0
0
人
が
来
場
し
た
。
初
日
の
11
月

20
日
（
木
）
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
実
施
し
、
関
係
者
や
報
道
機
関
含
め
、
約

1
1
0
人
が
参
加
し
た
。

今
回
の
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
会
場
を

四
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
「
ダ
ム
」「
昭
和
1
0
0

年
お
よ
び
台
湾
土
木
遺
産
」「
渋
谷
駅
改
良
工

事
」「
首
都
高
速
道
路
」
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

展
示
、
公
開
し
た
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
目
「
ダ
ム
」
で
は
、
ダ
ム

の
歴
史
や
構
造
の
違
い
を
紹
介
し
、
全
国
各
地

の
ダ
ム
カ
ー
ド
を
一
挙
公
開
す
る
「
ダ
ム
カ
ー

ド
横
断
幕
」
を
展
示
し
た
。
普
段
は
現
地
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
カ
ー
ド
を
一
挙
に
見
ら
れ
る

と
あ
っ
て
、多
く
の
来
場
者
が
足
を
止
め
、カ
ー

ド
の
種
類
の
多
さ
や
、
統
一
さ
れ
た
カ
ー
ド
デ

ザ
イ
ン
の
中
に
写
る
ダ
ム
の
姿
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
点
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。さ
ら
に
、首
都

圏
の
暮
ら
し
を
支
え
る
八
ッ
場
ダ
ム
の
役
割
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
主
査
理
事

木
村
嘉
富
（（
一
財
）
橋
梁
調
査
会
専
務
理
事
）

土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長

小
松
淳
（
日
本
工
営
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
株
）
経
営
管
理
本
部
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

令
和
7
年
度
土
木
の
日
お
よ
び

く
ら
し
と
土
木
の
週
間
報
告

土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
報
告

本

部

オープニングセレモニーの様子（「土木の日パネル」と
共に撮影）

各コンテンツを鑑賞する人たち
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詳
し
く
紹
介
し
、
建
設
時
の
写
真
や
動
画
、
模

型
、旧
吾
妻
線
の
レ
ー
ル
を
展
示
、ダ
ム
と
地
域

の
歴
史
を
深
く
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

二
つ
目
は
「
昭
和
1
0
0
年
お
よ
び
台
湾
土

木
遺
産
」
と
銘
打
っ
て
、
昭
和
の
歩
み
と
台
湾

に
息
づ
く
日
本
の
土
木
遺
産
を
一
体
的
に
展
示

し
た
。
会
場
で
は
、
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震

災
か
ら
始
ま
る
復
旧
、
戦
後
復
興
、
高
度
成
長

期
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
の
変

遷
を
年
表
と
図
表
で
わ
か
り
や
す
く
整
理
し

た
。
さ
ら
に
、
昭
和
時
代
を
代
表
す
る
土
木
遺

産
と
し
て
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

や
貫
通
石
を
展
示
し
、
建
設
の
歴
史
と
そ
の
規

模
の
大
き
さ
を
来
場
者
に
伝
え
た
。
ま
た
、
台

湾
に
残
る
日
本
統
治
時
代
の
土
木
遺
産
で
あ
る

八
田
與
一
が
整
備
し
た
嘉
南
大
圳
と
増
田
淳
が

設
計
し
た
曾
文
渓
水
路
橋
に
つ
い
て
、
資
料
を

通
じ
て
日
本
の
土
木
技
術
が
海
外
で
も
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
別
参
加
の
台
南
市
関
係
者

に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。

三
つ
目
の
「
渋
谷
駅
改
良
工
事
」
の
展
示
で

は
、「
1
0
0
年
に
一
度
」
と
言
わ
れ
る
渋
谷
駅

周
辺
の
大
規
模
再
開
発
の
状
況
を
パ
ネ
ル
で
紹

介
し
た
。
パ
ネ
ル
に
加
え
て
工
事
時
の
写
真
や

動
画
も
展
示
し
、
複
雑
な
構
造
を
持
つ
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
で
行
わ
れ
た
作
業
の
様
子
や
、
駅
機
能

を
維
持
し
な
が
ら
段
階
的
に
進
め
ら
れ
た
工
事

の
過
程
を
視
覚
的
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る

内
容
と
し
た
。

四
つ
目
の
「
首
都
高
速
道
路
・
日
本
橋
区
間

地
下
化
事
業
」
は
、
昨
年
度
に
続
き
、
東
京
・
日

本
橋
川
の
上
空
を
走
る
首
都
高
速
道
路
を
地
下

化
す
る
取
り
組
み
を
パ
ネ
ル
や
模
型
を
用
い
て

解
説
し
た
。
都
心
環
状
線
の
機
能
確
保
の
た
め

に
整
備
さ
れ
る
新
京
橋
連
結
路
に
つ
い
て
も
展

示
し
、
来
場
者
は
担
当
者
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

会
場
デ
ザ
イ
ン
は
、
新
宿
で
の
土
木
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
で
あ
る
黄
色
で
統

一
し
、
昭
和
1
0
0
年
の
節
目
と
現
在
進
行
中

の
事
業
の
躍
動
感
を
重
ね
合
わ
せ
、
重
機
を
モ

チ
ー
フ
に
土
木
の
力
強
さ
を
表
現
し
た
。
会
場

内
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
へ
の
グ
ッ
ズ
配

布
と
し
て
恒
例
と
な
っ
た
カ
プ
セ
ル
ト
イ
が
今

回
も
好
評
を
博
し
た
。
展
示
コ
ン
テ
ン
ツ
の
写

真
を
使
用
し
た
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
も
新

た
な
公
式
グ
ッ
ズ
と
し
て
注
目
を
集
め
、
来
場

者
が
楽
し
み
な
が
ら
展
示
に
触
れ
ら
れ
る
工
夫

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
前
回
よ
り
精
巧
な
作
り

と
な
っ
た
模
型
の
内
部
を
電
池
式
鉄
道
玩
具
が

走
行
す
る
仕
掛
け
が
人
気
を
集
め
、
会
場
の
に

ぎ
わ
い
を
高
め
て
い
た
。

な
お
、
本
年
度
の
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
こ

れ
ま
で
と
同
様
、
東
京
都
建
設
局
と
の
共
催
で

あ
り
、「
東
京
橋
と
土
木
展
（
東
京
都
建
設
局
主

催
）
」
と
の
同
時
開
催
で
あ
っ
た
。「
東
京
橋
と

土
木
展
」
で
は
「
橋
の
魅
力
を
知
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
写
真
、
動
画
、
模
型
、
浮
世
絵
、
図
面
な
ど

の
多
彩
な
展
示
が
行
わ
れ
て
い
た
。

今
後
も
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
来
場
者
の

皆
さ
ま
と
の
交
流
の
経
験
を
生
か
し
、
よ
り
多

く
の
人
に
土
木
の
魅
力
を
伝
え
、
土
木
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

黄色で統一した会場デザイン

カプセルトイを回す池内会長

受付周り

スタッフの集合写真
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北
海
道
支
部
で
は
札
幌
、
北
見
、
苫
小
牧
、
室

蘭
、函
館
に
お
い
て
、関
係
機
関
の
協
力
の
も
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
「
土
木
の
日
」
関
連
行
事
を
実

施
し
た
。

各
地
区
で
は
、大
学
、高
専
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
開
催
し
た
。
北
見
工

業
大
学
で「
お
も
し
ろ
科
学
実
験
」
、
苫
小
牧
で

は
小
学
生
お
よ
び
保
護
者
を
対
象
に
「
馬
追
橋

現
場
見
学
会
」
、
函
館
で
は
函
館
高
専
祭
で
の

「
土
木
技
術
体
験
講
座
」
、
室
蘭
地
区
で
は
室
蘭

工
業
大
学
な
ど
が
協
力
の
も
と
、「
知
利
別
川
環

境
学
習
体
験
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
5
」
な
ど
、工
夫

を
凝
ら
し
た
行
事
を
実
施
し
た
。

8
月
6
日
に
「
親
子
で
行
く
土
木
の
現
場
め

ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
北
海
道
新
幹

線
、
札
幌
車
両
基
地
高
架
橋
工
事
と
新
千
歳
空

港
誘
導
路
複
線
化
事
業
の
現
場
を
参
加
者
に
体

感
し
て
い
た
だ
い
た
。
か
ね
て
よ
り
希
望
の
多

か
っ
た
空
港
で
は
、
遺
跡
の
発
掘
現
場
や
除
雪

車
の
見
学
も
行
い
、充
実
し
た
会
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
11
月
16
日
〜
17
日
に
は
チ
カ
ホ
に
て

「
イ
ブ
ニ
ン
グ
シ
ア
タ
ー
」
、
11
月
18
日
に
は
土

木
遺
産
認
定
書
授
賞
式
・
土
木
の
日
記
念
講
演

会
が
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

記
念
講
演
会
で
は
、「
脱
炭
素
と
地
域

の
取
り
組
み
〜
土
木
の
役
割
〜
」と
し

て
、北
海
道
大
学
の
石
井
一
英
教
授
よ

り
、「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

（
水
素
、ア
ン
モ
ニ
ア
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
な
ど
）」

の
最
新
情
報
に
つ
い
て
、
北
海
道
電
力

（
株
）の
名
兒
耶
大
輝
氏
よ
り
ご
講
演
い

た
だ
い
た
。

土
木
学
会
東
北
支
部
で
は
、「
土
木
の
日
特

別
行
事
」
の
一
環
と
し
て
2
0
0
4
年
度
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
・
自
然
災
害
を
テ
ー
マ
と
し
て

「
防
災
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
し
て
い

る
。本

年
度
は
、
1
月
21
日
（
水
）
に
仙
台
国
際

セ
ン
タ
ー
で
、「
防
災
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

│
災
害
査
定
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
│
」
と

題
し
て
開
催
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
は
じ
め
に
国
土
交
通

省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
防
災
課
の
岩
井
聖

防
災
政
策
調
整
官
か
ら
、
災
害
査
定
の
最
新
の

状
況
や
政
策
・
取
り
組
み
に
つ
い
て
基
調
講
演

を
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究

所
の
佐
藤
翔
輔
准
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
令
和
6
年
7
月
に
発
生
し
た
山
形
県

北
部
豪
雨
災
害
を
例
に
、
当
時
、
災
害
査
定
に

取
り
組
ん
だ
行
政
・
民
間
の
3
人
の
方
を
パ
ネ

ラ
ー
に
迎
え
、
大
規
模
災
害
が
多
発
す
る
中
で

の
災
害
査
定
の
最
新
状
況
や
課
題
、
官
民
連
携
・

受
援
体
制
の
工
夫
、
効
率
化
な
ど
に
つ
い
て
議

論
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
早
期
確

認
型
査
定
や
簡
素
化
査
定
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
、
災
害
査
定
の
実
際
を
参
加
者
で

共
有
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
の
災
害
査
定
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

北
海
道
支
部

東
北
支
部

親子で行く土木の現場めぐりバスツアー

防災に関するシンポジウム①

防災に関するシンポジウム②

知利別川環境学習体験フェスタ2025
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関
東
支
部
で
は
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と

に
「
土
木
の
日
」の
関
連
行
事
を
実
施
し
た
。

現
場
見
学
会
は
、
東
京
都
下
水
道
局
と
鹿
島

建
設（
株
）
の
ご
協
力
で
、「
東
京
都
下
水
道
局

江
東
ポ
ン
プ
所
江
東
系
ポ
ン
プ
棟
建
設
工
事
」

現
場
を
見
学
し
た
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
土
木

技
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
紹
介
す
る
た
め
の
親
子

見
学
会
は
、最
初
の「
荒
川
第
二
・
三
調
節
池
工

事
」の
見
学
で
、ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
荒
川
で

治
水
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
や
工
事
概

要
、
排
水
門
の
洪
水
時
の
作
動
方
法
や
、
貯
留

水
を
本
川
へ
戻
す
際
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
次
の「
荒
川
知
水
資
料
館
」
で
は
、
荒
川
の

治
水
の
歴
史
や
河
川
改
修
の
意
義
を
理
解
で
き

る
展
示
に
加
え
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
学
び
、
災

害
対
策
支
援
船
「
あ
ら
か
わ
号
」
に
乗
船
し
、
水

の
上
か
ら
荒

川
を
体
感
し

た
。
土
木
と

い
う
仕
事
の

大
切
さ
と
親

し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今

後
も
楽
し
い

見
学
会
を
企
画
し
て
い
く
。

本
年
度
も
会
員
交
流
促
進
の
一
環
と
し
て

「
土
木
の
あ
る
風
景
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
し
、
12
月
12
日
よ
り
募
集
を
開
始
し
た
。
3

月
の
関
東
支
部
技
術
研
究
発
表
会
で
会
場
展
示

し
、
ご
来
場
の
方
か
ら
の
投
票
で
そ
れ
ぞ
れ
の

賞
が
決
定
さ
れ
る
。
入
賞
作
品
は
、カ
レ
ン
ダ
ー

お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
。

ま
た
、関
係
団
体
に
ご
協
力
い
た
だ
き
「
技
術

研
究
所
見
学
会
」
を
実
施
し
、
近
所
の
小
学
校

の
児
童
に
建
設
業
の
役
割
や
新
技
術
開
発
の
取

り
組
み
な
ど
、
土
木
技
術
に
触
れ
て
楽
し
い
時

間
を
共
有
し
た
。

関
東
支
部
に
は
、新
潟
・
山
梨
・
群
馬
・
栃
木
・

茨
城
の
五
つ
の
分
会
が
あ
り
、
各
分
会
に
お
い

て
記
念
講
演
会（
動
画
放
映
含
む
）、
土
木
遺
産

の
見
学
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
土

木
工
学
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
市
民
生
活
と
の

関
係
の
周
知
に
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
部
支
部
で
は
、
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た

だ
き
、「
土
木
の
日
」の
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
、関

連
行
事
を
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実
施
し
た
。

土
木
に
対
し
一
般
市
民
の
関
心
を
高
め
、
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
、
土
木
施
設
の
役
割
と

必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
市
民
見
学
会
」
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
見
学
会
」

を
開
催
し
、
多
数
の
応
募
者
か
ら
抽
選
で
選
ば

れ
た
方
に
参

加
い
た
だ
い

た
。「
市
民

見
学
会
」
で

は
、「
富
山

の
ど
ぼ
く

発
見
!!
ツ

ア
ー
」
と
い

う
テ
ー
マ
で

「
立
山
カ
ル

デ
ラ
砂
防
博

物
館
」
、「
富

山
駅
付
近
連

続
立
体
交
差

事
業
」
な
ど

を
38
人
に
見

学
い
た
だ
い

た
。「
親
子

ふ
れ
あ
い
見
学
会
」
で
は
「
土
木
の
魅
力
を
体

験
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
長
野
県
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場

や
「
久
米
路
峡
」
、「
岡
田
川
排
水
機
場
」
な
ど

を
42
人
の
親
子
に
見
学
し
て
い
た
だ
い
た
。
参

加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
普
段
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
所
を
見
ら
れ
て
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
良
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
を
多
く
い
た
だ
き
、

大
好
評
で
土
木
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

中
部
支
部
で
は
、
こ
の
他
に
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
（
体
験
型
見
学
会
）
と
し
て
小
中
高
等

学
校
の
教
職
員
、
教
育
学
部
や
理
工
学
部
の
大

学
生
を
対
象
に
ダ
ム
な
ど
の
土
木
施
設
の
見
学

会
を
開
催
し
、「
情
報
も
築
く
土
木
へ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
土
木
技
術
者
と
学
生
の
交
流
会
を
実

施
し
、
土
木
の
役
割
、
重
要
性
な
ど
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
将
来
の
担
い
手
の
育
成
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、「
選
奨
土
木
遺
産
の
パ
ネ
ル
展

示
」
な
ど
を
行
い
、
土
木
お
よ
び
土
木
学
会
の

認
知
度
向
上
に
努
め
て
い
る
。

中
部
支
部

関
東
支
部

現場見学会（東京都下水道局 江東ポンプ所建設工
事）

親子見学会（災害対策支援船「あらかわ号」）

市民見学会親子ふれあい見学会

2025年度「土木の日」ポスター
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関
西
支
部
で
は
、「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く

ら
し
と
土
木
の
週
間
」
の
活
動
と
し
て
、「
土
木

の
日
」
関
連
行
事
関
西
地
区
連
絡
会
の
主
催
で

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
（
連
絡
会
行
事
）
を
実
施
し

た
。「

土
木
の
日
」広
報
ポ
ス
タ
ー
制
作
で
は
、「
さ

が
し
て
み
よ
う
！

み
ん
な
の
ま
ち
の
ス
テ
キ

な
と
こ
ろ
〜
道
・
鉄
道
・
港
・
河
川
・
空
港
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
〜
」
を
テ
ー
マ
に
図
案
の
募
集
を

行
っ
た
。
関
西
圏
を
中
心
に
広
く
呼
び
か
け
を

行
っ
た
結
果
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い

世
代
か
ら
、
身
近
に
あ
る
〝
ス
テ
キ
〞
な
土
木
を

自
由
な
発
想
で
表
現
し
た
作
品
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
。
作
品
に
は
、
地
域
の
風
景
や
暮
ら
し
と

密
接
に
結
び
つ
い
た
土
木
が
描
か
れ
て
お
り
、

土
木
が
人
々
の
生
活
に
根
付
い
て
い
る
様
子
が

感
じ
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

審
査
の
結
果
、
応
募
総
数
2
7
8
点
（
子
供

部
門
〈
小
学
生
以
下
〉
1
6
8
点
、
一
般
部
門

〈
中
学
生
以
上
〉
1
1
0
点
）
の
中
か
ら
、
中
村

花
音
さ
ん
（
桜
井
市
立
桜
井
西
中
学
校
）
の
作

品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
同
作
品
は
、「
土

木
の
日
」
関
連
行
事
の
広
報
ポ
ス
タ
ー
と
し
て

活
用
さ
れ
、
関
係
機
関
や
地
域
に
お
い
て
広
く

掲
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
土
木
の
魅
力
発
信
に
大

き
く
寄
与
し
た
。
最
優
秀
賞
の
他
、
優
秀
賞
・

入
選
な
ど
計
20
点
が
選
出
さ
れ
た
。

全
応
募
作
の
縮
小
コ
ピ
ー
は
建
設
技
術
展
2

0
2
5
近
畿
（
10
月
30
日
〜
31
日
開
催
）
の
会

場
入
り
口
付
近
に
展
示
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

の
目
に
触
れ
た
。

さ
ら
に
「
土
木
の
日
」
関
連
行
事
と
し
て
、
現

役
高
校
生
、
高
専
生
ら
を
対
象
に
「
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
甲
子
園
第
1
回
関
西
大
会
│
高

校
生
建
設
業
ク
イ
ズ
選
手
権
│
」
を
2
0
2
6

年
1
月
25
日
に
開
催
し
た
。

中
国
支
部
で
は
、
令
和
7
年
7
月
26
日（
土
）

に
、
鳥
取
県
倉
吉
市
に
て「
ど
ぼ
く
カ
フ
ェ
＆
土

木
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
た
。
第
1
部
は
、
京
都
大

学
の
高
橋
良
和
先
生
か
ら
〝
大
き
な
機
械
が
活

躍
す
る
ド
ボ
ク
の
世
界
！
〞
と
題
し
て
、世
界
の

い
ろ
い
ろ
な
働
く
重
機
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い

た
。
そ
の
後
、「
海
中
ト
ン
ネ
ル
の
作
り
方
」
や
、

「
大
き
い
重
機
た
ち
は
、
ど
う
や
っ
て
現
場
ま
で

く
る
の
か
」
な
ど
、参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
土

木
の
不
思
議
な
疑
問
に
つ
い
て
回
答
し
た
。
第

2
部
は
、〝
夏
休
み
だ
！
探
検
だ
！
工
事
現
場

の
中
を
見
て
み
よ
う
‼
〞
と
題

し
て
、
山
陰
道
の
北
条
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン（
仮
称
）
を
見
学
し

た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ハ
ー
ネ
ス

を
装
着
し
て
高
所
作
業
車
に
乗

り
、
青
空
の
下
、
北
条
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
の
全
景
を
堪
能
し
、

ボ
ル
ト
の
締
め
付
け
体
験
や
、
工
事
の
様
子
を

再
現
し
た
Ｖ
Ｒ
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

し
、
四
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
て
最
新
の

技
術
に
驚
い
た
。

そ
の
他
、第
18
回
「
身
近
な
土
木
を
描
い
て
み

よ
う
！
」
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、中
国
地

方
各
地
の
小
中
学
生
か
ら
応
募
さ
れ
た
6
8
8

枚
の
中
か
ら
、
優
秀
賞
13
点
と
佳
作
50
点
を
選

考
し
た
。
優
秀
賞
は
各
地
で
表
彰
式
を
実
施
し
、

入
賞
作
品
の
展
示
も
行
っ
た
。
ま
た
、優
秀
賞
13

点
を
掲
載
し
た
2
0
2
6
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
し
、
優
秀
賞
者
や
、
応
募
さ
れ
た
学
校
に

参
加
賞
と
と
も
に
郵
送
し
た
。

中
国
支
部

関
西
支
部

2025年度「土木の日」ポスター

作品展示の様子

図画コンクール表彰式

土木ツアーの集合写真

どぼくカフェの様子

図画コンクール展示（広島）

土木ツアーのVR体験の様子
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四
国
支
部
で
は
「
土
木
の
日
」
関
連
行
事
を

一
般
市
民
や
小
中
高
校
生
を
対
象
に
四
国
各
地

で
実
施
し
た
。

支
部
行
事
と
し
て
、11
月
21
日
に
松
山
市「
ア

イ
テ
ム
え
ひ
め
」
小
展
示
場
に
お
い
て
、「
土
木

の
日
記
念
行
事
」
を
実
施
し
た
。
は
じ
め
に
、
選

奨
土
木
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
「
波
節
岩
灯
標
」

（
香
川
県
丸
亀
市
）
の
管
理
者
で
あ
る
高
松
海
上

保
安
部
の
小
谷
次
長
を
招
き
、
認
定
書
を
授
与

し
銘
板
を
贈
呈
し
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
大
学

減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
の
武
村
雅
之
氏
に
よ

る
演
題
「
関
東
大
震
災
か
ら
学
ぶ
街
づ
く
り
│

地
方
も
一
蓮
托
生
、
首
都
東
京
の
失
敗
」
で
特

別
講
演
を
行
っ
た
。
11
月
10
日
か
ら
5
日
間
、

高
松
市
香
川
県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、「
四
国
の
土

木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
＆
土
木
遺
産
パ
ネ
ル
展
」
を

開
催
し
た
。
11
月
29
日
に
一
般
公
募
し
た
参
加

者
34
人
に
よ
る
、「
早
明
浦
ダ
ム
・
本
川
発
電

所
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
た
。
本
川
発

電
所
は
四
国
電
力
が
管
理
す
る
揚
水
式
発
電
所

で
、
地
下
の
発
電
施
設
を
見
学
し
た
。
早
明
浦

ダ
ム
は
四
国
の
水
が
め
と
い
わ
れ
る
多
目
的
ダ

ム
で
あ
り
、
現
在
、
治
水
機
能
を
向
上
さ
せ
る

再
生
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ダ
ム
堤
体
に
放
流

管
を
通
す
工
事
現
場
で
は
、
堤
頂
か
ら
50
ｍ
下

の
放
流
口
を
見
下
ろ
し
て
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ

た
。
参
加
者
か
ら
は
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
発
電
施
設
や
ダ
ム
仮
締
切
設
備
に
触
れ
貴
重

な
体
験
だ
っ
た
と
伺
っ
た
。

地
区
行
事
で
は
、
四
国
各
県
に
お
い
て
小
中

学
生
、
工
業
系
高
校
、
高
専
生
を
招
い
た
現
場

見
学
会
を
実
施
し
た
。
ま
た
大
学
・
高
専
公
開

行
事
と
し
て
、
パ
ネ
ル
展
示
や
小
中
学
生
を
対

象
と
し
て
科
学
実
験
体
験
を
実
施
し
多
く
の
参

加
を
い
た
だ
い
た
。

西
部
支
部
で
は
、
本
年
度
も
各
地
区
で
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

福
岡
地
区
で
は
、
10
月
5
日
に
国
営
海
の
中

道
海
浜
公
園
で「
土
木
の
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ

ス
タ
2
0
2
5
」
が
開
催
さ
れ
、
約
5
2
0
0
人

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

佐
賀
地
区
で
は
、
11
月
1
日
に
佐
賀
商
工
ビ

ル（
佐
賀
市
）で
、「
土
木
フ
ェ
ア
2
0
2
5
」
が

開
催
さ
れ
た
。
は
た
ら
く
車
展
示
、
液
状
化
実

験
、パ
ネ
ル
展
な
ど
が
行
わ
れ
、家
族
連
れ
な
ど

延
べ
約
1
1
0
0
人
が
体
験
・
見
学
さ
れ
た
。

長
崎
地
区
で
は
、「
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
フ
ェ
ア
2
0

2
5
」
と
し
て
、
11
月
8
日
に
長
崎
大
学
文
教

キ
ャ
ン
パ
ス
で「
土
木
お
も
し
ろ
体
験
隊
」
が
、

11
月
9
日
に
県
内
各
地
で「
土
木
現
場
見
学
会
」

が
、
ま
た
、
11
月
15
日
に
長
崎
市
浜
町
で「
浜
町

パ
ネ
ル
・
模
型
展
」
が
、そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

宮
崎
地
区
で
は
、
11
月
8
日
〜
9
日
に
イ
オ

ン
モ
ー
ル
宮
崎
で「
宮
崎
県
「
土
木
の
日
」
パ
ネ

ル
展
」
が
、
12
月
19
日
に
宮
崎
市
内
で「
小
学
生

を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
講
義
＆
現
場
見
学
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

鹿
児
島
地
区
で
は
、
11
月
22
日
に
天
文
館

ぴ
ら
も
〜
る
な
ど
で「
土
木
フ
ェ
ス
タ
in
天

文
館
2
0
2
5
」
が
開
催
さ
れ
た
。
パ
ネ
ル
展

示
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
操
作
体
験
、
高
所
作
業
車

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
延
べ
約

4
0
0
0
人
が
体
験
・
見
学
さ
れ
た
。

沖
縄
地
区
で
は
、
11
月
21
日
に
タ
イ
ム
ス

ホ
ー
ル（
那
覇
市
）
で
、
沖
縄
の
土
木
技
術
を
世

界
に
発
信
す
る
会
第
30
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
沖

縄
の
交
通
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
〜
県

民
生
活
と
沖
縄
観
光
を
支
え
る
交
通
イ
ン
フ
ラ

〜
」
が
開
催
さ
れ
、1
2
9
人
の
方
々
が
参
加
さ

れ
た
。

西
部
支
部

四
国
支
部選奨土木遺産認定書授賞式

バスツアー（本川発電所見学）

バスツアー（早明浦ダム見学）

土木の日ファミリーフェスタ2025
（福岡地区）

土木フェスタ in ぴらも～る・天
文館本通り 2025（鹿児島地区）

沖縄の土木技術を世界に発信す
る会シンポジウム（沖縄地区）




